
１．黒潮は、犬吠埼の東南東３０マイル付近を北北東に流れ、

３６°４５′Ｎ １４２°３０′Ｅ付近を流去している。

２．本県沿岸域は、１１～１５℃台の水温となっている。
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【海況図】【海況図】

【海況図説明】

３０年平均: １９９１～２０２０年
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【１週間合成衛星画像】
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魚  種 漁　法 組合名 水揚量 ㎏ 平均単価 水揚金額 円 延隻数
本ジラス 船 曳 網 久 慈 町 63 4,383 276,100 4

〃 那 珂 湊 6 3,500 19,950 2
〃 大 洗 町 58 3,629 209,770 11

シラス 船 曳 網 久 慈 町 21 200 4,200
〃 大 洗 町 16,429 462 7,594,540 62

サヨリ 船 曳 網 久慈浜丸小 36 1,781 63,400
ヒラメ 小底５t以上 平　　潟 39 843 32,950

〃 久 慈 町 402 1,357 545,540
〃 那 珂 湊 409 1,758 719,255

その他釣り 平　　潟 33 1,625 53,773
〃 久 慈 町 24 1,317 31,870
〃 那 珂 湊 309 2,415 747,240

大型定置網 会　　瀬 108 1,349 145,421
タイ類 小底５t以上 那 珂 湊 12 1,092 12,560

固定式刺網 会　　瀬 19 1,353 26,113
大型定置網 〃 47 739 35,044

スズキ 小底５t以上 平　　潟 32 450 14,266
〃 那 珂 湊 32 720 22,690

固定式刺網 会　　瀬 257 487 125,280
大型定置網 〃 372 428 159,110

アナゴ 小底５t以上 久 慈 町 26 489 12,470
〃 那 珂 湊 26 1,082 27,590

アンコウ 小底５t以上 平　　潟 73 531 38,512
〃 久 慈 町 324 249 80,675
〃 那 珂 湊 257 793 203,844

大型定置網 会　　瀬 14 1,005 14,367
ホウボウ 小底５t以上 平　　潟 11 893 9,914

〃 久 慈 町 20 821 16,330
〃 那 珂 湊 56 714 40,030

その他釣り 〃 25 2,433 60,330
大型定置網 会　　瀬 10 749 7,635

フグ類 延　　縄 大 洗 町 66 2,787 184,230
その他釣り 平　　潟 7 2,062 14,848

サワラ その他釣り 平　　潟 21 2,585 53,258
〃 久慈浜丸小 426 2,226 948,240
〃 久 慈 町 385 2,015 776,100
〃 那 珂 湊 24 1,395 33,630

スルメイカ 小底５t以上 平　　潟 225 625 140,660
〃 川　　尻 197 414 81,620
〃 久 慈 町 657 623 409,600
〃 那 珂 湊 29 941 27,390

ヤリイカ 小底５t以上 平　　潟 752 547 411,060
〃 川　　尻 585 1,194 698,260
〃 久 慈 町 3,736 1,061 3,964,105
〃 那 珂 湊 74 1,100 81,100

マダコ 小底５t以上 久 慈 町 16 1,275 20,400
〃 那 珂 湊 5 2,139 11,120

タ コ 壺 は　さ　き 75 1,515 113,640
マアジ 小底５t以上 久 慈 町 14 277 3,820

〃 那 珂 湊 6 748 4,710
固定式刺網 会　　瀬 15 336 5,040
大型定置網 〃 1,357 456 618,801

サバ 小底５t以上 平　　潟 420 50 21,000
〃 川　　尻 24 20 480

固定式刺網 会　　瀬 50 254 12,680
大型定置網 〃 383 346 132,370

ブリ類 固定式刺網 会　　瀬 118 336 39,690
その他釣り 久慈浜丸小 25 269 6,600

〃 那 珂 湊 141 702 99,113
〃 大 洗 町 71 546 38,750

大型定置網 会　　瀬 213 398 84,615
マイワシ 大型定置網 会　　瀬 7 100 700

注　延隻数:銘柄別隻数　

茨城県水産試験場漁業無線局

漁 況 の 特 徴

属地、単位＝四捨五入 2/12～2/18

７－№４６

◎ まき網
（漁獲は１投網当り）

マイワシ・・・・鹿島の東北東１０マイル付

近から犬吠埼の東５マイル付

近で１～４０トン、良い船で

５０～９０トンの漁獲。

カタクチイワシ・鹿島の東北東１０マイル付

近から犬吠埼の東５マイル付

近で１～５トンの漁獲。

サバ・・・・・・犬吠埼の北１０マイル付近

で２トン（１ヶ統）の漁獲。

ウルメイワシ・・犬吠埼の東北東５マイル付

近で１～２０トンの漁獲。

イナダ・・・・・那珂湊の東南東１０マイル

付近から鹿島の東北東１０マ

イル付近で１～５トンの漁獲。

◎ 小型船
（漁獲は１隻当り）

◇船 曳 網

本ジラス・・・・日立地先で８～２１kg、大

洗地先で１～９kgの漁獲。

シラス・・・・・平潟地先から高戸地先で９

～３６９kg、日立地先で２１

kg（１隻）、大洗地先から鹿

島地先で３１～６５７kgの漁

獲。

カエリ・・・・・平潟地先から高戸地先で５

～３３kgの漁獲。

ノレソレ・・・・大洗地先で１～１１kgの漁

獲。

サヨリ・・・・・日立地先で７kg（１ヶ統）

の漁獲。

◇曳 釣 り

久慈浜地先から鉾田地先でヒラメ１～５０

kg、イナダ２～５kg、スズキ２～３kg、ホウ

ボウ１～３kg、マゴチ１～２kgの漁獲。

◇タコツボ

の漁獲。鹿島地先でマダコ２１～７３kg



水 産 の 窓 

 

ヒラメ漁獲量の状況と稚魚の出現状況 

１．令和７年のヒラメの漁獲状況 

茨城県におけるヒラメの漁獲量は、平成 23 年以降増加

傾向にありましたが、平成 27 年の 597 トンをピークに減

少傾向に転じました。令和７年は 106トンで、前年（166ト

ン）と比較すると減少し、東日本大震災以前よりも低い値

となりました。（図１）。 

                      

２．令和７年生まれの稚魚の出現状況    

水産資源の動向は、漁獲状況に加えて、産卵量や仔稚

魚の生き残りに関わる環境条件等が影響します。水産

試験場では、その年に生まれたヒラメ稚魚の加入水準を

把握するため、４～12 月に月１回、鉾田市玉田沖（距岸

0.25～2.0マイル、水深約６～20 m）で分布密度を調査し

ています。昨年生まれの稚魚は１年後には約 30 cm に成

長し、漁獲されるようになります。 

令和７年におけるヒラメ稚魚の最大分布密度は 8.8 尾

/1,000 m2で、前年（2.2 尾）より上向きましたが、過去

10年の最大分布密度の平均値（11.0尾）を下回り、稚魚

の分布密度は低い結果となりました（図２）。 

また、国の資源評価によると、本県のヒラメを含む「ヒ

ラメ太平洋北部系群」は平成 22 年に卓越年級群が発生

し、平成 23年に１歳魚が多く加入しました※1（図３）。

それ以降は横ばいの加入が続いていましたが、令和６年

は前年を下回る加入であったと推定されています。 

平成 22年の卓越年級群は翌年以降に漁獲加入し、平成

27年にかけての漁獲量の増加（図１）に貢献しました。

当場の調査における令和７年の稚魚の分布密度は低い結

果となり、太平洋北部系群における令和６年の１歳魚は

やや少ないと推定されることから、今後のヒラメ資源に

注視していきます。 

 

（定着性資源部 西） 

【次号予告】R8.3.6 発行の「水産の窓」は『冬春季の漁海況予測』を予定しています。 

図２．玉田沖におけるヒラメ稚魚の最大分布密度

の経年推移．横線は過去 10年の平均値 

（11.0尾/1,000m2）を示す． 

図３．太平洋北部系群における平成２年～令和６年

の天然加入尾数（１歳魚）の推移．※1 

図１．過去 20 年の茨城県のヒラメ漁獲量の推移

（1～12月、属地集計）． 
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※１ 令和 7（2025）年度ヒラメ太平洋北部系群の資源評価より作成 

https://www.fra.go.jp/shigen/fisheries_resources/meeting/stock_assessment_meeting/2025/files/sa2025-sc02/fra-sa2025-

sc02-03.pdf  

 


